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北大農場におけるグラス・サイレージ

調製作業について

高崎康夫・青木 宏

1. 緒 ι 
z 
Eヨ

夏期間に大量に生産される牧草類を貯蔵するに

は乾草とサイレージの型がとられるが，北海道に

おいては乾草として収穫貯蔵される乙とが多く，

サイレージとしての利用は最近増加しているとは

いえ未だ少ない。我国の気候条件は牧草の収穫時

期に多雨多湿で乾草の調製は非常に困難であり，

昭和 38年を例にとってみても札幌地方では 6月

に14日， 7月に 15日， 8月に 19日， 9月に 22日

10月に 13日(降雨量O.lmm以上の日)の降雨が

ある。自然乾燥による場合には最も条件の良い時

でも含水率を 20% 以下にさげるには 2~3 日を要

するので全く雨にあてずに良質の乾草を収納でき

る機会は非常に少ない。又大量に生産される牧草

全部を熱風乾燥その他の人工乾燥にたよることは

時間的に，経済的に必ずしも有利とはいえない面

もある。したがって比較的気象条件に左右されず

収納できるグラス・サイレージの型をふやして行

く必要がある。一方グラス・サイレージは乾草に

比し大量の水を圃場からサイロまで運搬すること

にもなるので機械化によって作業を出来る限り能

率的に行なうことが必要となってくる。

北大農学部附属農場においては昭和 31からグ

ラス・サイレージを調製しているが， 37年にはフ

ォーレージ・ハーベスター， 38年にはフォーレー

ジ・ブロワーを導入し機械化を進めているので

37・38年の作業状態を調査し，他の例と比較検討

し今後に資したい。

11. 調牽方法

北海道大学農学部附属農場第II畜産部におけ

る昭和37年6月-38年 8月の実際のグラス・サ

イレージ調製作業の状態を調査検討した。

1) 箇場及び作物の状態

間場の区画及び作物の状態は第 l図及び第 1表

に示す。

2) 使用機械類

3) 作業方法

第2表。

作業方法は次に示す3方法で

ある。

第1図闘

111. 結果及び考察

予乾牧草(合水率70%以下)1トンをサイロ(塔

型，直径 5.5m高さ 10m)に吹き上げるまでに要

する人時を作業方法1，II， IIIについて示すと第3

表 (A)，(B)， (C)の如くである。又文献2)より引用



36 

年月|圃場 作

第 1表作物の状態

備

37. 6 

38. 6 

38. 6 

38. 7 

/ ッド・クローパー¥
オーチヤードグラス( ノ l 

lわずかに混生 / 

オーチヤードグラス 11

オーチヤードグラス 11

青刈エンバク

物
生草量 l草 丈

考

C闘場は播種当年IC

水害IC.会い，収量は

著しく低い。

c. E平均

機 械 製作所
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の資料を作業方法IV(D)として附し各作業別に

比較する。

1) モアー作業及びレーキ作業 モアー作業の

能率は圃場の形態，王立穏，モアーの調整等の条件に

より異なるが， 1， II， IIIの人時/トンは供試圃場

全体の平均値で示した。 IVと比較し人時/トンは

著しく高い。 この人時/トンの差は主に生草量の

差によるものと考えられ，本調査においても闘場

D(エンバク生草量 27トン/ha)では 0.06人時/ト

ンが示された。モアーのha/時は生草量の増加の

割に低下せず，他の条件が同じであればある範囲

内では生草量の多少にかかわらず大体きまった債

第3表 グラス・サイレージ調製Iζ要する
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(B) 作業方法 II

作 トラクター作業機人員[人時/ton

刈 取 ι (1トラクター lペ0.11 
集 草 サイド・レーキ 0.07 ( 1トラクター・ 1人)

細断・積込 フォーレージ・ハーペスター 1
( 1トラクター・ 1人)

0.12 

運 搬 ワゴン 3(1トラクター・ l人) 0.06 

ワゴン交換 2人) 0.06 

吹き上げ カッター(1モーター・ 4.8人) 0.96 
1.38 

(c)作業方法 III

作 トラクター作業機引人時/ton

刈 取 ι(  1トラクター 1ペ0.11 
集 草 サイドレーキ 0.07 ( 1トラクター.1人)

細断・積込 フォーレージ・ハーベスター|
( 1トラクター・ 1人)

0.12 

連 搬 ワゴン 3(1トラクター・ 1人)

ワゴン交換 2人)

吹き上げ プロワー (1モーター・ 3.29人)

* (女)は 0.6人として算出

(D) 作業方法 IV

Operation Equipment 

Cutting and I Mower (1 tractor 1 man) 
windrowing 

Side De1ivery rake 

Chopping and I Field chopper 
loading ~ (1 tractor 1 man) 

Hauling 
3Wagons 

(1 tractor 1 man) 

Unloading I Power drive unit or at-
and elevati珂 Itachment (1 tractor 1 man) 

Packing 

Forage blower (or power 
unit) 

0.08 

0.05 

0.34 
0.77 

lドLab町hours/ton 1 
0.06 

0.04 

0.10 

0.10 

0.10 

(0.10)* 
0.40 

This combination is for chopping wilted siJage 

from the windrow. Economies in equipment are 

possible. Direct cutting would eliminate the mower， 

rake and one tractor. Hauling might be done by 

truck， or other provisions are made for dumping 

the silage. 

* 他の例と比較のため packingは除く。

子
乾

tJ.30 

<7.25 

牧 <7.20

草
ト

妥<7.15

人

身沈1<7

37 

f砂金

一一-Lλし

/tl 2(1 3d 4(1 5(1トヨda
主宰霊

第2図 モア一作業における収量と

人時/トンの関係

をとると考えられる。したがって人時/トンは圃

場の生草量によって左右されることになる。乙の

関係を図示すると第2図の如くであって 1ha/時

とすれば 25トン/ha(生草)の圃場では 0.06人時/

トンであるのに対し， 15トン/ha(生草)の圃場で

は0.10人時/トンを必要とする。 乙の調査に用い

た岡場は採草地としてはきわめて生産力の低い圃

場が多ししたがってこの低収量が人時/トンの

増加となってあらわれてくるものと考えられる。

レーキ作業についても生草量/haによって同様

のζ とが云える場合もあるが，使用したサイドレ

ーキの構造上Vベノレトに牧草が絡みつきやすく，

特に生乾きのときはこの傾向が強いため意識的に

走行速度を落して作業を行なった。

2) (細断)積込作業 Iではウインドローにし
た予乾牧草をマニュア・ロ【ダーにより二輪馬車

に積込んでいるが，この場合ロ戸ダーを操作す

るトラクタ戸の運転者と二輪馬車上にあってロー

ダーによってすくいあげられた牧草をフォークで

整理しながら馬を御す人員 1の計2名が必要とな

り，人時/トンは 0.20となっている o II， IIIにおい

てはトラクターーフオ戸レージ・ハーベスター-



38 

ワゴンと連結しており， トラクターの運転者1名

だけで作業を行ない人時/トンは0.12となった。

3) 運搬作業 II， IIIでワゴンと称しているも

のは4輪馬車のヒッチをトラクター用に改良し高

さ170cmの金網を張り，その後部を開閉できる

ようにした簡単なものである。後述の如くハーベ

スターおよびプロワーの能力をむだなく発揮させ

るためにはこのワゴンが少なくとも 3台は必要で

ある。運搬速度は下記の如くである。

1 1.3 m/sec (カラ 0.9m/sec(2トン積載)

11 1.1 m/sec (カラ) 0.9 m/sec (2-4トン積載)

m 2.5m/sec (カラ1.5m/sec (3トン積載)
IIはトラクターによって運搬したにもかかわらず

運搬速度がおそいのは雨後で農道の状態が悪かっ

たためと解される。 IとIIIの場合は農道の条件

は大体同じであったが， III (トラクター運搬)の

場合は 1(馬運搬)の場合の約2倍の速さで走って

いる乙とになる。農道は裸地で凹凸が多く現状で

とれ以上運搬速度をあげる ζ とはできないが，農

道を整備するととにより運搬に要する人時/トン

は更に減少できる。

4) 吹き上げ作業 表示さている如く Iは細断

していない予乾牧草をエンシレージ・カッターに

よって細断吹き上げ， IIは細断牧草をエンシレー

ジ・カッターによって吹き上げ， IIIは細断牧草

をフォーレ戸ジ・ブロワーによって吹き上げてい

る。 1，II， IIIのいずれも IVと比較しはるかに高

い人時/トンを必要としている。 Iにおいては二

輪馬車によって聞場より運搬されてきた細断され

ていない牧草は二輪馬車の梶棒をあげてその全部

をカッターの側に下ろし，フォークによってカッ

ターのホッパーに入れている。との作業の人員の

配置は第3図(A)の如くであり， カッターの処に

は常時2名を配置して牧草の量を調節していない

とカッターをつまらせてそれを除くのに時間を費

す結果となった。、又細断されていない牧草はマニ

ュア・ローダーで二輪馬車に積込む時Eに絡み合

い二輪馬車から下した後，ブオークでカッターの

ホッパーに入れる際意外な入手を要した。その結

果人員にしで 5-6名を要し，人時/トンは 0.60

となった。
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第3図人員の配置

IIにおいて細断牧草をワゴンから下ろす場合カ

ッターのホッパーが小さいため直接下ろすと細断

牧草がホッバ{外に落ちる率が高いため，ホッバ

ー側にやや傾斜したテーブノレを用いて均等に下せ

るように計った。細断牧草をカッターで吹き上げ

る場合コンベアと送込みローlレの聞から相等量が

こぼれ落ちるため，これを箕でホッパーに入れる

作業を必要とした。人員の配置は第3図(B)の如

くである。カッターの吹き上げ能力を考慮すると

きワゴン上の人員は 2名で十分であり，これ以上

の人員を投入する ζ とはいたずらに人時/トンの

みを高める結果となり， IVに比して 10倍近くの

人時/トンとなった。

IIIにおいてはフォーレージ・ブロワ戸によっ

て吹き上げているがブロワーを駆動するモーター

の馬力数が不足のため，レベラーが有効な程ホツ

ノ~~内に細断牧草を下ろすことは出来なかったが，

ホッパーはカッターのそれに比し大であるため

注意して下ろせば牧草をならしたり，拾いあげた

りする人員は不必要となり人員3で十分作業でき

た。したがって人時/トンは IIに比し 1/3程度と



なっている。 しかし IVと比較すると依然として

3倍以上の人時/トンを要している。

5) (細断)積込み・運搬・(細断)吹き上け作業の

時間的関係 次に作業方法に異にした 1，II， III 

の(細断)積込，運搬， (細断)吹き上げの 3作業の

時間的関係を検討すると， 1においては闘場Bと

サイロ閣の距離は 384mであり 2台の二輪馬車

( 1台2トン積載)で運搬すると第4図(A)の如き

関係が示される。マニュア・ローダF による牧草

の積込み 2台の二輪馬車による運搬作業に比し

て，エンシレーゾ・カッターによる細断・吹き上

げ作業がおくれ，次々に運搬されてきた牧草がカ

ッターの側にたまり細断・吹き上げ作業を更に困

難にしている。 3作業のうち細断・吹き上げ作業

が他の作業を制約している乙とが示されている。

IIはハーベスターにワゴンを連結し 3トンを細

断積込み，別のトラクタ F で運搬し，カッターに

よって吹き上げているが第4図(B)に示す如くと

の場合も吹き上げ作業が細断・積込み，運搬作業

を制約しており 1台のワゴンの吹き上げ作業が

39 

終らぬ内に他の 1台がサイロに到着することにな

り，したがって圃場のハーベスタ~，運搬用トラ

クターの双方が吹き上げ作業の終るのを待たなけ

ればならない。既述の如くカッターの能力から見

て吹き上げ作業により以上の人員を投入しでも

人時/トンを高めるのみで作業を速める ζ とには

ならない。したがってより吹き上げ能力の高い機

械の導入が必要となった。ブロワーを用いた III

に至って 3作業が順調に進行することが示さ

れる。運搬速度を 2.5m/sec(カラ)， 1.5 m/sec (積載

時)とすれば圃場ーサイロ‘の距離が約lOOOm位ま

ではこの関係が続くがそれ以上の距離の場合には

運搬作業が他の作業を制約することが考えられる。

北大農場の現段階の作業方法IIIとIVを比較

した場合，ワゴンからフォーレージ・ブロワーに

下す際の人時に最も大きな差が認められる。 IV

においてはこの作業を 1名で行なっているのに対

し， IIIでは 3-4人がフォーク又はスコップでこ

の作業を行なっているためである。したがって今

後吹き上げ作業の人時/トンを減少させるには現

イ学業フザ務 I 
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第 4図 積込・運級・吹き上げ作業の時間的関係
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在の 4輪馬車を改良したワゴンを自動送り出し装

置をもっワゴンに切替える必要がある。同時に現

在使用しているモ戸ターよりも高い馬力数の動力

が必要となってくる。サイレージ調製作業の理想

的体系からすれば自動送り出し装置をもったワゴ

ンはフォーレージ・ハーベスターの側後方を別の

トラクターによって伴走させ，そのままサイロま

で運搬すればワゴン交換の時間も不要となるがそ

れには運搬用として3台のトラクターと 3人の運

転者が必要である。したがって現有のトラクター

台数(2台)でサイレージ作業を行なうとすれば自

動送り出し装置をもったフゴンをハーベスターに

連結させ細断積込後他のトラクターでサイロまで

運搬し，送り出し装置に要する動力はブロワーを

駆動するモーター又は別のモ戸ターからとること

になる。乙の方法をとればワゴン交換の時聞はい

るがハーベスター用トラクター 1台(1人)，運搬

用トラクター 1台(1人)，吹き上げ用動力 1-2

( 1人)の計3人 1チームで作業を行なうことが可

能である。

次に 2台のトラクターによる 1日の作業行程を

IIIについて示すと第5図の如くになる。 1日の

作業時聞を 8.30-17.00時とし，刈取後ウインド

ローの状態で予乾を行なうとすれば， 15トン/ha

(生草量)の圃場での処理可能面積は 3.75haであ

る。 1台のトラクターが刈取作業を行なう間，他

のトラクターはその日の気象条件，生草量を考慮

して適正な水分調節がなされるようサイドレーキ

をかける時期・方法に幅をもたせて作業を行なうJ

べきである。
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第5図 1日の作業行程 (15トン生草刈a園場)

IV. 摘 要

1. 北大農学部附属農場第}[畜産官fiにおいて作

業方法を異にした場合のグラス・サイレージ調製

作業に要する人時/トンを調査し， 文献2)と比較

1食言すした。

2. モアー作業の ha/時'f;t生草量/haの多少に

かかわらず大体きまった値をとると考えられるの

で人時/トンは生草量jhaによって大きく左右され

る。当農場における低い収量が人時/トンを高め

る結果となっている。

3. 積込み・運搬・吹き上げ作業の如く作業が

同時に進行する場合は 1作業の処理ー能力が低い

とそれが他の作業を制約する。

4. 北大農場における現段階でのグラス・サイ

レ戸ヅ調製作業はワゴンからブロワーに下す際の

人時/トンが非常に大きく，乙こに自動送り出し

装置をもっワゴンの導入が必要である。

5. 現段階での 1日処理可能面積は 15トン/ha

の圃場では 3.75haである。
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